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の悪化などの深刻な事態を引き起こしている．いまや砂

漠化防止が緊急に取り組むべき重要問題として国際的な

注目を集めるようになっている．

　従来，砂漠地域はその厳しい自然条件ゆえに，地球の

陸地で広大な面積を占めているにもかかわらず地球科学

的観測の不十分な地域であった．今後，砂漠化の地域の

拡大が進むと広域的な気象や気候にも重大な影響が出て

くる可能性がある．砂漠化現象の原因とメカニズムを地

球科学的に解明し，砂漠化防止のための具体的提案を行

うことも，地球科学が社会に対して果たすべき役割の1

つであると考え，砂漠化機構の解明に積極的に取り組

み，国際的要請に答えて行きたい．そのため，当研究室

で従来培ってきた地球化学，海洋光学，海洋力学に関す

る知識と技術をバックグランドとして，新たな重要研究

課題として畜砂漠における物質循環，地表状態の遠隔計

測，．砂輸送の研究を進める．

　　　　（理化学研究所主任研究員・東大理学部教授）

日本気象学会および関連学会行事予定
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第13回レーザーセンシン
グシンポジウム

日本海洋学会

日本地球化学学会
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地球電磁気・地球惑星圏
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会
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日本気象学会
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大気汚染学会

日本地理学会

月例会「レーダー気象」

環境科学会

日本風工学会

リモートセンシング学会
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西太平洋地球物理会議
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日本海洋学会
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WMO，IFHP，IGU
日本気象学会

大気汚染学会
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場 所

九州大学
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東京よみうりホール

神戸大学教育学部

千葉市民会館
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京都国際会館
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奈良大学
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